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1
年
の

中で
最も
多くの

1
人
あ
た
り
の
1
日

の
水の
使用量は約 440ℓ　

最も
少な

い
月
は
2
月
！

水
が使
われる月は 8 月

意

外に
も 12

月 31 日が多く

使
わ
れ
る
こ
と
も
　
　
年
末

の大掃除？

水は循環して水道へ

全ての人々の水と衛生の
利用可能性と持続可能な管理を確保する。

旧田辺地区の配水系図

水
が
あ
る
の
は

　

地
球
は
青
く
輝
く
こ
と
か
ら
「
水

の
惑
星
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
地

球
の
表
面
の
約
70
％
は
水
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
大
部
分
は
海
水
で

あ
り
、
淡
水
は
わ
ず
か
２
．
５
％
程

度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
淡

水
の
大
部
分
は
南
極
や
北
極
地
域
な

ど
の
氷
と
し
て
存
在
し
て
い
る
た

め
、
河
川
や
湖
沼
な
ど
人
が
利
用
し

や
す
い
状
態
で
存
在
す
る
水
に
限
る

と
、
そ
の
量
は
約
０
．
０
１
％
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と

当
た
り
前
？

　

世
界
１
９
６
か
国
の
中
で
、
水
道

水
を
そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る

国
は
、
日
本
を
含
む
９
か
国
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲

め
る
と
い
う
の
は
、
と
っ
て
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
き
れ
い
な
水
は
大
勢
の
人
の
努

力
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
っ
た
の
９
か
国

持続可能な開発目標 SDGs

水
が
飲
め
る
っ
て

す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
ね
！

全ての人が安全に管理された水と衛生施設（トイレ）を持続的
に利用できることを示す目標です。世界には安全に管理された
水を得られない人が約 22 億人、安全に管理されたトイレを利
用できない人が約 42 億人います。

ま
ず
は
水
の
循
環
を
知
ろ
う

　

水
道
水
は
、
川
や
地
下
水
な

ど
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
た
水
を

様
々
な
工
程
を
経
て
、
安
全
安

心
な
状
態
に
し
て
、
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
届
い
て
い
ま
す
。

　

水
は
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
海
や
地
表
面
の
水
が
蒸

発
し
、
上
空
で
雲
に
な
り
、
や

が
て
雨
や
雪
に
な
っ
て
地
表
面

に
降
り
、
そ
れ
が
川
へ
流
れ
て

い
く
と
い
う
循
環
を
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。

田
辺
市
は
32
の
水
系
か
ら

　

現
在
、
田
辺
市
の
水
道
普
及
率

は
約
95
％
で
、
32
の
水
系
に
分
か

れ
て
お
り
、
各
地
域
の
川
や
地
下

水
な
ど
か
ら
の
水
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
旧
田
辺
地
区
で
は
、

西
部
水
系
（
稲
成
、
明
洋
、
芳
養

方
面
）
は
会
津
川
か
ら
、
中
部
水

生活の中でどんなときに水を使っ
ていますか。
ぱっと思い浮かべるだけでも
いかに水が生活にとって必要不可
欠かが分かると思います。

西部水系

中部水系

東部水系

長野水系

秋津川水系

伏菟野水系

小泉浄水場（水道事業所）
で作られた水を使用

白浜町からの水を使用

上富田町からの
水を使用

系
（
神
島
台
、
新
庄
、
江
川
方
面
）

は
白
浜
か
ら
、東
部
水
系
（
新
万
、

上
秋
津
、
三
栖
方
面
）
は
上
富
田

か
ら
の
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
給
水
人
口
が

１
０
０
人
以
下
で
、
地
域
の
住
民

で
管
理
し
て
い
る
飲
料
水
供
給
施

設
や
簡
易
給
水
施
設
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

各地域の水源からの
水を使用

左会津川

蛇口をひねると当たり前のように出てくる水。
8月 1日は水の日、8月 1日～ 7日は水の週間です。
今回は田辺市の水事情を探ります。
水の大切さについて一緒に考えてみませんか。

特集
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田
辺
市
の
水
道
事
業

支え合う水道事業所

　災害時など、被災地の水道事業所だけでは対
応しきれない場合は、各市町村が連携して給水
車や資材を被災地に運んでいます。
　令和 3年 10 月に、和歌山市の水管橋が老朽
化により崩落し、約 6万世帯が約 1週間断水し
ました。その間、近隣の市町村や他府県から毎
日約 130 台の給水車が集結し、田辺市も出動し
ました。

　
市
が
管
理
し
て
い
る
水
道
施
設

や
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
川
や
地
下
水
な
ど
か
ら
く
み
上

げ
ら
れ
た
水
は
、
浄
水
場
で
き

れ
い
に
さ
れ
て
飲
み
水
に
な
り
、

い
っ
た
ん
配
水
池
に
蓄
え
ら
れ
た

後
、
水
道
管
を
通
っ
て
各
家
庭
に

届
け
ら
れ
ま
す
。（
下
図
参
照
）

水
道
を
支
え
る
人
　々

　
雨
が
降
れ
ば
水
が
濁
り
、
逆
に

降
ら
な
い
と
渇
水
し
て
し
ま
う
。

冬
は
凍
結
し
て
水
道
管
が
破
損
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
は
水
道

施
設
の
管
理
は
常
に
自
然
と
隣
り

合
わ
せ
で
す
。
そ
の
度
に
多
く
の

人
の
力
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、洪
水
や
土
砂
崩
れ
、

地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
や

大
規
模
災
害
に
備
え
、
い
つ
で
も

安
心
し
て
水
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
様
々
な
対
策
や
業
務

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　配水池から出た水は、水道
管を通って家庭などに送って
います。

　給水地域の皆さんの
生活に必要な水をため
ています。毎日新しい
水を補充することで、
いつもきれいで安全な
水を供給しています。

特別な機材
で

漏水の音を
確認

水道部 工務課

地域を熟知し、長年の経験で
即時に判断するほか、職員同
士が連携することで速やか
な対応を可能にしています。

　今年の２月に厳しい寒
波が来た時は、凍結によ
り何十件もの空き家から漏
水が発生し、給水車が出動
しました。

❹水道管 ❸配水池

　水道水を作る施設です。飲み水にできる安全な水質
にするため、様々な処理や検査を行っています。でき
た水道水は送水ポンプで配水池に送られます。

❷浄水場
　川や地下水などの水
源から水を取り入れる
施設です。

❶取水施設

❶❷

❸

❹ ❹ ❹

　　　　　　　　　水が噴き出
てすぐに分かる場合もあります
②破損箇所を探す

が、配水管は主に地中に埋められているため、小規模の
破損箇所や夜間、雨天の場合は見つけるのが困難です。

　　　　　断水の影響を考えながらどのバルブを閉め
るか、どのような工事が必要で、どんな資材が必要か
などの判断を行い、修理します。

③修理

　市内には約 850㎞の水道
管があり、このうち 3分の
1が耐震性の高い水道管に
なっています。残りの水道
管も計画的に耐震化整備を
進めています。

中央監視室
　水道事業所にある中央監視室では、異常が見
つかった場合にすぐに対応できるように、24
時間体制でモニターを監視しています。
　また別の職員が常に待機し、すぐに修理がで
きるように必要な資材や、給水車も常備してい
ます。

　主要な配水池には緊急遮断弁が設置されてい
て、地震による強い揺れで作動し、水の供給を
止めます。これは災害時に災害拠点施設などで、
飲料水として最低限必要とされる 1人 1 日 3ℓ
の水を、3日分確保するためです。

空き家の
水道管も注意

もし配水管が
破損したら……

　空き家の敷地内の水道管が老朽化や凍結に
よって破損し、漏水が発生することがありま
す。しかし家の所有者と連絡が取れない時は、
止水栓を閉めることはできません。
　空き家の敷地内での漏水に伴う水道料金は
所有者が支払うことになります。必ずメー
ターボックス内の止水栓を閉めましょう。

　　　　　　　中央監視室のモ
ニターで異常を発見すると、職
員に出動要請をします。

①異常を発見

私たちも守っていま
す！

配水管　主に道路に埋められた各
家庭に届くまでの太い水道管。
給水管　配水管から分かれた各家
庭への水道引き込み管。

消毒送水 ろ過

メーターボックス

所有者が
管理

水道事業所が
管理
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 稲垣 清
せい じ

司
（水道部 業務課）

自
然
そ
の
ま
ま
の
水
を

　

小
津
荷
の
水
は
付
近
を
流
れ

る
谷
水
（
伏
流
水
）
を
使
っ
て

い
ま
す
。
谷
の
上
流
で
の
ゴ
ミ

の
投
棄
を
防
い
だ
り
、
年
に
１

度
貯
水
タ
ン
ク
の
水
を
抜
い
て

そ
の
中
を
清
掃
す
る
な
ど
、
水

を
よ
り
安
全
に
供
給
す
る
た
め

の
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、数
か
月
前
に
行
っ

た
水
質
検
査
で
は
51
項
目
の
審

査
基
準
を
全
て
ク
リ
ア
す
る
な

ど
品
質
も
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
谷
水
に
手
を
加
え
る

こ
と
な
く
供
給
で
き
て
い
ま
す
。

集落を支える水
　私たちに届けられる水は市の水道事業所によるものだけではありません。給水人口が 100 人以
下の水道事業は、飲料水供給施設、簡易給水施設と呼ばれ、約 95 団体あります。それらは地域の方々
によって運営され、およそ 2,000 人の方が利用されています。集落の水道施設を運営するお二人
にお話を伺いました。

塩野 時
とき お

男さん
（小津荷水道組合長）

水
道
管
理
の
大
変
さ
　

　

平
瀬
地
区
の
水
道
施
設
は
、

2
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
、
近
く
を
流
れ
る
川
と
谷

水
を
汲
み
上
げ
る
パ
イ
プ
を
切

り
替
え
、
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

雨
が
降
っ
た
際
に
は
川
が
濁
っ

て
し
ま
う
た
め
、
谷
水
へ
と
切

り
替
え
、
逆
に
夏
場
な
ど
は
水

量
の
あ
る
川
へ
と
切
り
替
え
る

作
業
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
区
全
体
の
高
齢

化
に
よ
り
、
施
設
管
理
が
困
難

に
な
っ
た
り
、
担
い
手
が
不
足

し
た
り
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
中
に

２
つ
の
地
域
を
統
合
す
る
予
定

で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各
地
域

の
負
担
を
減
ら
し
、
こ
の
地
域

の
水
道
を
守
っ
て
い
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

 室谷 正
まさゆき

幸さん
（平瀬地区 区長）

平
瀬
の
水
に
感
じ
た
こ
と　

　

私
は
15
年
前
に
大
阪
か
ら
移

住
し
て
き
ま
し
た
が
、
初
め
て

平
瀬
地
区
の
水
を
飲
ん
だ
と
き

に
、「
こ
こ
の
水
は
美
味
し
い
」

と
感
じ
ま
し
た
。
飲
む
以
外
に

も
お
米
を
炊
い
た
時
の
炊
き
上

が
り
の
香
り
を
強
く
感
じ
る
な

ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、

こ
の
地
域
の
水
の
良
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
施
設
管
理
な
ど

の
難
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
生

活
の
中
で
平
瀬
の
水
が
欠
か
せ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
全
体
で
運
営

　

小
津
荷
水
道
組
合
は
60
～
70

代
の
方
が
中
心
と
な
り
、
施
設

の
管
理
や
会
計
な
ど
担
当
を
割

り
振
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
集
落
で

水
道
の
管
理
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
集
落
全
体
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
は
水
の
使
用
が
無

く
て
も
一
定
の
金
額
を
徴
収
し
て

い
ま
す
。
組
合
は
主
に
こ
の
使

用
料
を
基
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

ホームページでは、修繕を行う市指定の業者がご覧いただけます。
家庭などで水道に問題があった場合は、そちらにご連絡いただくか、下記へお問い合わせください。
☆水道部 工務課 
☆ 0739（24）7932
☆ https://www.city.tanabe.lg.jp/suidou/kanri.html

水
道
料
金
で
支
え
る　

　

水
道
事
業
所
は
、
税
金
な
ど
で
は

な
く
、
水
道
料
金
に
よ
っ
て
経
営
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
水
道
施
設
の
改

良
に
掛
か
る
費
用
は
多
く
、
全
体
の

４
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
浜
町
や
上
富
田
町
か
ら
水

を
購
入
す
る
費
用
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
田
辺
市
で
は
、
人
口
が
減

る
こ
と
で
水
の
使
用
量
も
減
り
、
水

道
料
金
の
収
入
が
減
っ
て
し
ま
う
だ

け
で
な
く
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

改
修
費
用
な
ど
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

い
ず
れ
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
環
境
を
守
る
こ
と
は

　

ま
た
、
水
道
水
に
す
る
た
め
に
水

を
浄
化
す
る
費
用
も
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な

い
こ
と
や
、
お
皿
を
洗
う
際
に
は
先

に
油
汚
れ
を
ふ
き
取
っ
て
お
く
な
ど
、

日
頃
の
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、

水
環
境
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
費
用

を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

水環境を守る

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

水
道
事
業
所
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

学
び
合
い
講
座
や
小
学
校
へ
の
出
前

授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
、
生
活

の
中
で
使
っ
て
い
る
水
が
ど
の
よ
う

に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
身

近
な
こ
と
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
と
っ

て
良
い
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

蛇
口
か
ら
当
た
り
前
に
出
て
く
る

水
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も

一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
田
辺
市
の
水
資
源
を
守
り
、

安
全
安
心
な
水
の
供
給
へ
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
地
域
と
と
も
に
未
来
へ

つ
な
ぐ
安
全
で
安
心
な
水
道
」
を
基

本
理
念
と
し
た
田
辺
市
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
市
民
の
方
々
に

安
全
安
心
な
水
を
供
給
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
震
に
備
え
る

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
ク
リ
ア
し
て

い
く
べ
き
課
題
が
あ
り
、
一
つ
は
今

後
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
で
す
。
東
日

本
大
震
災
で
被
災
地
で
は
甚
大
な
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
道
施
設

の
機
能
を
損
わ
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
現
在
は
、
耐
震
性
の
高

い
浄
水
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
ろ
過
の
速
度
を
上

げ
て
、
よ
り
安
定
的
に
水
道
水
を
供

小津荷の水源地

水を管理する施設

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な

り
ま
す
。

出前授業の様子
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